
0

4

8

12

16

20

800 1,000 1,200 1,400 1,600 1,800

15

［田原市調べ］

CODは湖沼や海域の有機物的な汚れの度合いを示すのに使われる指標です。

●三河湾の水質調査結果

CＯＤ（㎎/ℓ）
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［田原市調べ］

（ｔ）

田原市のごみの現状を皆さんにお知らせしていきます。

●市内のもやせるごみ発生量

炭生館計画予定量 1,300ｔ/月

H28年度 7月
H29年度 7月

H28年度 8月
H29年度 8月

H28年度 9月
H29年度 9月

1,592.30

1,516.88

環境基準◎
馬草湾沖・渥美火力放水口
2㎎/ℓ以下

環境基準◎
三河港大橋・片浜沖
8㎎/ℓ以下

三河港大橋
片浜沖
馬草湾沖
渥美火力放水口

5月 5月

1,394.31

1,345.17

1,561.11

1,600.34

　昨年７月から各自治会で「家庭系ごみ分別等説
明会」を実施しました。皆さんのご協力により、
昨年９月以降、前年と比べて「もやせるごみ」の
量が毎月減少しています。
　本市では「１人１日当たりの家庭系もやせる
ごみの量」（資源ごみ以外）を、平成 32 年度に
430g/ 人・日とすることを目指しています。平成
27 年度は 563g/人・日で、昨年度は 535g/人・日と、
確実に減少し、今年度はさらに減少に加速がみら
れます。
　今後、目標値を達成するにはどうすればよいか、

「もやせるごみ」の中身が分かる「ごみの組成分
析調査」の結果をみて、考えてみましょう！

▪「もやせるごみ」をよく見てみよう！

▪「もやせるごみ」を減らす３つのポイント
POINT １．生ごみ
　食べ残しや未開封品のものが多く、夏場はスイ
カやメロンなどが含まれていました。食べ残しを
減らし、必要以上に買わないようにしましょう。
POINT ２．紙類
　新聞紙・雑誌・ダンボール・雑がみが含まれて
いました。紙類は大切な資源です。正しく分別し、
紙類の日に出すようにしましょう。
POINT ３．プラスチック類
　資源化可能なものが９割も含まれていました。

マークが付いているプラスチック製品は資源に
なります。分別してプラスチック容器類として出
してください。     ▼廃棄物対策課　☎ 23-3538

もやせるごみを大解剖！？　～ごみの分別・減量にご協力ください～
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■ごみの組成分析調査結果（平成29年6月）

■月ごとのもやせるごみの量

Ｈ28年９月以降は、
前年比で、毎年減少
しています！
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